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時
代
は
支
流
を
求
め
る
、

さ
れ
ど
主
流
な
く
し
て
支
流
な
し

金
沢
に
は
伝
統
工
芸
と
呼
ば
れ
る
技
術
、

分
野
が
数
多
く
存
在
し
ま
す
。
加
賀
象
嵌
も

そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
工
芸
に

は
、「
本
流
」
が
存
在
し
ま
す
。
加
賀
象
嵌

な
ら
武
器
・
調
度
品
を
作
る
た
め
の
技
、
加

賀
友
禅
な
ら
着
物
の
染
め
の
技
、
九
谷
焼
な

ら
器
に
映
え
る
五
彩
の
技
が
そ
れ
で
す
。
本

流
は
我
々
が
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
伝
統
工
芸

の
本
分
で
す
。
し
か
し
同
時
に
時
代
の
変
化
、

市
場
の
ニ
ー
ズ
を
に
ら
み
な
が
ら
、
本
流
か

ら
分
け
て
流
れ
る
「
支
流
」
を
生
み
出
し
て

い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
加
賀
象
嵌
で
具
体

的
な
例
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、
定
番
の
香
炉
を

ア
レ
ン
ジ
し
た
「
香
の
器
」
と
い
う
ア
ロ
マ
ポ

ッ
ト
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

伝
統
と
は
本
来
、

進
化
し
続
け
る
も
の

新
し
い
支
流
を
生
み
出
す
た
め
に
は
作
り

手
と
し
て
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
張
り
め
ぐ
ら
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
は
加
賀
象
嵌
に
出
会

う
前
、
電
器
メ
ー
カ
ー
に
商
品
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
し
て
勤
め
て
い
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
ド

ラ
イ
ヤ
ー
や
シ
ェ
イ
バ
ー
な
ど
を
デ
ザ
イ
ン
し

て
い
た
の
で
す
が
、
机
に
向
か
っ
て
モ
ノ
の
か

た
ち
を
考
え
る
だ
け
で
な
く
、
住
宅
も
見
れ

ば
イ
ン
テ
リ
ア
も
見
ま
し
た
。
自
分
が
デ
ザ

イ
ン
し
よ
う
と
す
る
モ
ノ
が
、
ど
ん
な
場
所

で
ど
ん
な
も
の
と
一
緒
に
使
わ
れ
る
か
を
知
る

た
め
で
す
。
こ
れ
は
加
賀
象
嵌
の
世
界
に
身

を
置
く
今
も
何
ら
変
わ
り
の
な
い
姿
勢
で
す
。

私
自
身
の
制
作
活
動
に
つ
い
て
言
い
ま
す

と
、
伝
統
工
芸
を
作
る
の
で
は
な
く
、
加
賀

象
嵌
の
本
流
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
も
常
に
新
し

い
も
の
に
挑
戦
す
る
と
い
う
気
概
で
向
き
合
っ

て
い
ま
す
。
伝
統
工
芸
と
は
後
世
の
人
が
そ

う
認
め
、
そ
う
呼
ぶ
も
の
で
あ
り
、
本
来
は

進
化
し
続
け
る
も
の
だ
と
思
う
の
で
す
。

堂 た々る本流、迸
ほとばし

る支流
伝統工芸の大河は

かく流れる
重要無形文化財 「彫金」保持者   中川衛
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〇
二

〇
〇
二

〇
〇
三

〇
〇
三

海
外
に
向
け
て

加
飾
の
技
を
発
信
し
て
い
く
べ
き

先
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
展
覧
会
に
出
品
す
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
地
の
美
術
品
コ
レ
ク
タ
ー
ら

は
日
本
の
伝
統
工
芸
に
非
常
に
理
解
を
示
し
て
く

れ
ま
し
た
。
彼
ら
は
加
賀
象
嵌
の
作
品
を
見
て
ま

ず
「
な
ん
と
美
し
い
の
か
」「
癒
し
が
感
じ
ら
れ
る
」

と
賞
賛
し
、
次
に
必
ず
「
加
飾
に
ど
ん
な
技
を
使

っ
て
い
る
の
か
」
と
尋
ね
て
き
ま
す
。
伝
統
工
芸
の

技
、
あ
る
い
は
工
業
製
品
の
技
術
と
い
う
も
の
を
高

く
評
価
す
る
土
壌
が
あ
る
の
で
す
。
金
沢
の
伝
統
工

芸
は
加
飾
と
い
う
点
に
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
そ
の
技
に
焦
点
を
あ
て
て
海
外
に
発
信
す
る
こ

と
は
、
非
常
に
意
味
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

1947 年生まれ。1974 年高
橋介州に師事。1979 年日
本伝統工芸展初入選。1982
年日本工芸会正会員。1996
年金沢美術大学教授。2004
年重要無形文化財「彫金」
保持者（人間国宝）認定。

ぞうがんおぼろぎんかき  まどあかり

象嵌朧銀花器「窓明」
Flower vessel of rōgin with inlay 
decoration "Window light"

長期調査や研究のためヨーロッ
パに滞在していた頃、美術館や
博物館、モスクなどを訪れ、疲れ
を癒していたという中川氏。静寂
な空間に差し込む柔らかな窓明か
り。癒しの心象風景をモダンに表
現した作品である。平成 20 年、
日本伝統工芸展出品作。

中川 衛
Mamoru Nakagawa

N a t i o n a l  l i v i n g  t r e a s u r e  "c h a s i n g "
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友
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訪
問
着
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松
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格
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黒
留
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松
竹
梅
」
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色
留
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「
梅
園
」
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訪
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着
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桃
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」
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「
三
曲
一
双  

背
面
部
加
賀
友
禅
椅
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」
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金
沢
漆
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「
鼓
胴
花
生
」
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「
加
賀
獅
子
舞
蒔
絵  

平
棗
」
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「
茅
の
輪
蒔
絵
飾
り
盆
」

 

〇
一
六
一
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「
秋
草
蒔
絵 

半
月
銘
々
皿
（
5
枚
組
）」

 

〇
一
七
一
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「
四
季
絵
変
わ
り 

銘
々
皿
（
4
枚
組
）」
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金
沢
九
谷
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「
赤
絵
秋
草
5
寸
皿
揃
（
5
枚
組
）」

 

〇
二
〇

〇
二
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「
松
竹
梅  

一
合
徳
利
／
盃
（
赤
・
緑
）」「
更
紗
文
様 

8
寸
輪
花
皿
」
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一
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「
小
紋
6.3
寸
梅
皿
揃
（
5
枚
組
）」「
更
紗
文
様 

冷
酒
グ
ラ
ス
」
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「
香
炉 

六
角
梅
文
様
／
赤
絵
竹
文
様
／
加
賀
文
様
」
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「
マ
グ
カ
ッ
プ 

加
賀
文
様
」「
組
湯
呑 

加
賀
文
様
」

 
 

「
フ
リ
ー
カ
ッ
プ 

加
賀
文
様
」「
湯
呑 

加
賀
文
様
」

 
 

「
角
／
丸
小
皿
揃 

色
変
わ
り 

竹
文
様
（
5
枚
組
）」
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金
沢
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「
欅
皮 

加
賀
小
紋
小
皿 

菊
」
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「
純
金
蒔
絵
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支 

盃
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杉
板
絵
「
鯉
の
図
」
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銀
箔
ア
ー
ト
箔 

額
装
「
冬
の
兼
六
園
」
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箔
一
オ
リ
ジ
ナ
ル
「
ス
ト
ラ
イ
プ
三
段
重
」

 

〇
三
一

〇
三
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箔
座
オ
リ
ジ
ナ
ル
祝
い
紋
「
結
び
鶴
梅
ぱ
っ
き
ん
箸
」

〇
三
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加
賀
繍

 

〇
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三

〇
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数
奇
屋
袋
「
寄
せ
葉
牡
丹
／
羽
衣
松
」

 

〇
三
四

〇
三
四 

包
み
帛
紗
「
熨
斗
目
／
椿
／
梅
と
松
」

 

〇
三
五
三
五 

「
道
行
コ
ー
ト
」

 

〇
三
六
三
六 

古
帛
紗
「
瓢
箪
／
松
喰
い
鳥
／
雪
」

 

〇
三
七
三
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「
紅
白
椿
の
香
合
」

〇
三
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金
沢
仏
壇

 

〇
三
八
三
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「
木
爪
型
五
福
掛
ミ
ニ
仏
壇
」

 

〇
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〇

〇
四
〇 

「
大
賀
二
号
（
70
代
）」

 

〇
四
一

〇
四
一 

「
大
賀
三
号
（
70
代
）」

 

〇
四
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〇
四
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「
新
デ
ザ
イ
ン
一
号
（
70
代
）」

〇
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希
少
伝
統
工
芸

 

〇
四
六
四
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茶
の
湯
釜
「
霰
真
形
釜
」

 

〇
四
七
四
七 

象
嵌
香
炉
「
牡
丹
」

 

〇
四
八
四
八 

桐
工
芸
「
ち
ょ
こ
っ
と
ト
レ
ー 

千
鳥
」

 

〇
四
九
四
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桐
工
芸
「
天
然
火
鉢
」

〇
五
〇
五
〇 

金
沢
伝
統
工
芸  

シ
ョ
ッ
プ
ガ
イ
ド

〇
五
四
五
四 

金
沢
伝
統
工
芸  

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
マ
ッ
プ

も

く

じ

木村ふみ
Fumi Kimura

食環境プロデューサー・
経済産業省伝統工芸品
産業構造審議会委員

東京都生まれ。食環境プロデューサー。大学で美術史を
専攻。卒業後、ニューヨーク及びロンドンでフローラルデ
ザインを学ぶ。その後、テーブルセッティング及びカラー
コーディネートを学ぶ。ホテル、レストラン、旅館、料亭
のテーブルコーディネートに留まらず、トータルな食環境
プロデューサーとして活動。経済産業省伝統工芸品産業
構造審議会の委員であり、平成 19 年・20 年と金沢市主
催のおしゃれメッセ工芸コーディネーターを務めた。
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〇
七
〇
七

加
賀
友
禅

生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
鮮
や
か
な
色
、
形
を
絹
の
上
に
表
現
し
た
加
賀
友
禅
。
図
案
か
ら
始
ま
る
複
雑
な
製
作
工
程
は
、

す
べ
て
職
人
た
ち
に
よ
る
手
仕
事
だ
。
そ
の
気
品
に
満
ち
た
美
し
さ
は
、
宮
崎
友
禅
斎
の
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、

晴
れ
や
か
な
日
に
美
し
く
装
い
た
い
と
い
う
女
性
た
ち
の
願
い
を
か
な
え
て
い
る
。

K
A

G
A

 
Y

U
Z

E
N

 
D

Y
E

I
N

G

気

品

の

中

に
、

染

め

の

こ

こ

ろ

が

生

き

て

い

る

か
が
ゆ
う
ぜ
ん

加賀友禅の第一人者だった父・仁郎氏に師事し、
天性の感覚で頭角をあらわした毎田健治氏。若々
しい色調で四季の花を贅沢に描いた訪問着は、背
景全体に大胆に入れた格子が、華やかな柄行を
いっそう引き立てている。

加賀友禅作家 毎田 健治 作
Kaga-yuzen artist Kenji Maida

訪問着「松皮取り梅格子」
Visiting kimono with a design of plum blossoms and other f lowers

ショップ No. 1 （加賀友禅伝統産業会館）P50［マップ P54］
Kaga Yuzen Traditional Industry Center

〇
〇
六

〇
〇
六

Elaborate dyeing technique for the ultimate in elegance

Kaga Yuzen dyed silk, which is characterized by a finely detailed realism and 
elegant colors, depicts living things and natural beauty. Manufactured by 
experienced artisans through extremely complicated and elaborate handiwork 
processes, its elegant beauty has been handed down through the generations 
since the time of its originator, Miyazaki Yuzensai. Today it is still the ideal 
fabric for women’s attire for auspicious and formal occasions.



加賀友禅作家 鶴見 保次 作
Kaga-yuzen artist Yasutsugu Tsurumi

黒留袖「松竹梅」
Black formal kimono with a design of pine, bamboo and plum

ショップ No. 1 （加賀友禅伝統産業会館）P50［マップ P54］
Kaga Yuzen Traditional Industry Center

日
展
会
員
で
も
あ
る
加
賀
友
禅
作

家
・
鶴
見
保
次
氏
に
よ
る
黒
留

袖
。丸
味
が
あ
り
優
し
い
印
象
の
筆
致
で
、

「
松
竹
梅
」
と
い
う
日
本
の
古
典
的
な

吉
祥
文
様
を
描
い
て
い
る
。
流
れ
る
よ

う
な
動
き
の
あ
る
裾
模
様
は
、
黄
土
を

背
景
に
全
体
的
に
渋
い
色
調
で
仕
上
げ

ら
れ
て
お
り
、
ミ
セ
ス
の
第
一
礼
装
に
相

応
し
い
品
格
と
美
し
さ
を
備
え
て
い
る
。

鶴
見
氏
は
、
宮
崎
友
禅
斎
と
と
も

に
加
賀
友
禅
の
興
隆
に
貢
献
し
た
加

賀
藩
御
用
達
染
物
業
・
太
郎
田
屋
の

家
系
に
生
ま
れ
、
金
沢
美
術
工
芸
大

学
で
日
本
画
家
の
下
村
正
一
氏
に
師
事
。

一
九
七
六
年
に
金
沢
市
工
芸
展
に
初
入

選
し
て
以
来
、
多
数
の
受
賞
歴
を
持
つ

加
賀
友
禅
界
の
重
鎮
で
あ
る
。
東
京
で

の
長
い
修
行
経
験
か
ら
、
そ
の
作
風
に

は
琳
派
（
り
ん
ぱ
）
絵
画
の
影
響
が
色
濃

く
感
じ
取
れ
る
。

可
憐
な
形
や
芳
香
、
独
特
の
枝

ぶ
り
が
詩
歌
に
詠
ま
れ
る
な
ど
、

古
く
か
ら
日
本
人
の
心
を
魅
了
し
て

き
た
梅
。
寒
い
冬
に
い
ち
早
く
花
を
咲

か
す
こ
と
か
ら
生
命
力
の
象
徴
と
し
て

〝
め
で
た
き
も
の
〞
と
さ
れ
、
着
物
や

工
芸
品
に
も
し
ば
し
ば
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
色
留
袖
は
、
金
沢
の
兼
六
園
と
並

ん
で
日
本
三
名
園
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら

れ
る
水
戸
の
偕
楽
園
の
梅
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
も
の
。
華
や
か
な
中
に
も
落
ち
着

い
た
風
格
が
あ
り
、
ハ
レ
の
日
に
礼
の
心

を
表
す
に
相
応
し
い
着
物
と
い
え
る
。

図
案
の
作
成
か
ら
下
絵
、
彩
色
を
一

人
で
手
掛
け
る
加
賀
友
禅
は
、
分
業
制

の
京
友
禅
に
比
べ
作
家
の
個
性
が
出
や

す
い
。
浅
野
氏
の
作
品
は
、
奥
行
き
感

の
あ
る
構
図
と
、
水
彩
の
よ
う
な
ふ
わ

り
と
し
た
筆
づ
か
い
に
特
徴
が
出
て
い

る
。

〇
〇
八

〇
〇
八

〇
〇
九

〇
〇
九

加賀友禅作家 浅野 冨治男 作
Kaga-yuzen artist Fujio Asano

色留袖「梅園」
Colored formal kimono with a design of plum-garden

ショップ No. 1 （加賀友禅伝統産業会館）P50［マップ P54］
Kaga Yuzen Traditional Industry Center



〇
一
〇

〇
一
〇
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陶
淵
明
の
著
「
桃
花
源
記
」
よ
り
、

世
俗
を
離
れ
た
平
穏
な
別
天

地
の
こ
と
を
桃
源
と
呼
ぶ
。
色
と
り
ど

り
の
花
が
咲
き
、
鳥
が
歌
う
理
想
郷
を

一
枚
の
絹
の
上
に
描
き
出
し
た
の
が
こ
の

訪
問
着
。
加
賀
友
禅
作
家
・
宮
野
勇
造

氏
の
内
な
る
世
界
が
、
丹
念
に
表
現
さ

れ
て
い
る
。

線
の
太
さ
や
微
妙
な
ぼ
か
し
、
意
匠

化
し
た
花
で
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
つ
つ
、

藍
・
臙
脂
（
え
ん
じ
）・
黄
土
・
草
・
古

代
紫
の
五
彩
を
基
調
と
し
た
暖
か
な
色

彩
を
さ
し
て
い
く
。
花
弁
や
葉
は
、
一

枚
一
枚
の
濃
淡
を
細
部
ま
で
丁
寧
に
仕

上
げ
て
あ
り
、
作
家
の
熟
練
の
技
術
と

セ
ン
ス
が
感
じ
ら
れ
る
優
品
で
あ
る
。

上
前
に
描
か
れ
た
橋
を
渡
っ
た
先
に

桃
源
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ス
ト
ー
リ

ー
性
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
着
物
は
、

着
る
人
の
心
と
社
交
の
場
を
い
っ
そ
う

豊
か
に
し
て
く
れ
る
。

花
鳥
風
月
を
描
い
た
加
賀
友
禅
は
、

衣
桁
（
い
こ
う
）
に
か
け
日
本

画
と
し
て
鑑
賞
し
て
も
心
楽
し
い
も
の
。

そ
の
魅
力
を
活
か
し
て
加
賀
染
振
興
協

会
が
提
案
す
る
の
が
、
並
べ
る
と
一
枚
の

絵
に
な
る
よ
う
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
こ
の

椅
子
で
あ
る
。
図
案
、
彩
色
を
手
が
け

た
の
は
新
進
気
鋭
の
友
禅
作
家
山
田
武

志
氏
。
繊
細
な
加
賀
友
禅
の
筆
致
と
絹

の
や
さ
し
い
質
感
が
、
晴
れ
や
か
な
席

に
相
応
し
い
気
品
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

春
夏
・
秋
冬
で
二
柄
、
四
季
で
四
柄
、

各
月
で
十
二
柄
な
ど
、
季
節
感
あ
ふ
れ

る
図
柄
に
よ
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
が
可

能
。
生
地
は
取
り
外
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
着
物
同
様
、〝
衣
替
え
〞
し
た
り
、

夏
は
絽
（
ろ
）、
紗
（
し
ゃ
）
な
ど
で
透
け

感
を
出
し
て
も
良
い
。
写
真
の
タ
イ
プ

の
ほ
か
、
ス
ツ
ー
ル
タ
イ
プ
の
製
作
に
も

対
応
し
て
い
る
。

加賀友禅作家 宮野 勇造 作
Kaga-yuzen artist Yuzo Miyano

訪問着「桃源」
Visiting kimono with fairyland design

ショップ No. 1 （加賀友禅伝統産業会館）P50［マップ P54］
Kaga Yuzen Traditional Industry Center

加賀友禅作家 山田 武志 作
Kaga-yuzen artist Takeshi Yamada

「三曲一双 背面部加賀友禅椅子」
Set of chairs with Kaga-yuzen design

H1200×W350×D350mm
ショップ No. 1 （加賀友禅伝統産業会館）P50［マップ P54］
Kaga Yuzen Traditional Industry Center
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金
沢
漆
器

金
沢
漆
器
の
歴
史
は
、
加
賀
藩
三
代
藩
主
前
田
利
常
公
が
、
桃
山
文
化
を
代
表
す
る
高

台
寺
蒔
絵
の
作
家
・
五
十
嵐
道
甫
を
京
か
ら
指
導
者
と
し
て
招
い
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ

の
後
、
貴
族
文
化
の
優
美
さ
に
武
家
文
化
の
力
強
さ
が
加
わ
っ
た
独
特
の
漆
工
芸
と
し
て

確
立
し
、
現
在
で
も
茶
道
具
を
中
心
に
一
品
制
作
の
美
術
工
芸
品
が
制
作
さ
れ
て
い
る
。
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貴
族
文
化
の
優
美
さ
と
武
家
文
化
の
力
強
さ
が
宿
る

か
な
ざ
わ
し
っ
き

初代清瀬一光氏のもとで研鑽を積んだ福
嶋一恵氏による海松貝（みるがい）を描
いた花生。図案や技術は加賀蒔絵の正統
を引き継ぎつつも、鼓の形を模したフォ
ルムが斬新。花生という定番品でありな
がら驚き遊べる存在感を放っている。

伝統工芸士 福嶋 一恵 作
Master of traditional crafts Ichie Fukushima

「鼓
つづみどう

胴花生」
Hand-drum-shaped gold lacquered vase

φ95×W255mm　¥315,000
ショップ No. 6（能作）P50［マップ P55］
NOSAKU

The elegance of aristocratic culture and
the dynamism of samurai warrior culture

Production of Kanazawa lacquerware started around the 16th century, when the 
third lord of the Kaga clan, Toshitsune Maeda, invited a prominent lacquerware 
artisan from Kyoto to teach his craft in Kanazawa. The unprecedented beauty of 
this lacquerware results from a combination of the elegant culture of nobles and 
the dynamic culture of warriors. Today, the Kanazawa lacquerware technique is 
used to produce various utensils, including implements for the tea ceremony.
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金
沢
漆
器
商
工
業
協
同
組
合
で

は
、
金
沢
の
十
二
ヶ
月
の
風
物

詩
を
描
い
た
棗
を
創
作
し
て
い
る
。
写

真
は
神
無
月
の
平
棗
。「
加
賀
獅
子
舞
」

に
題
材
を
求
め
、
伝
統
工
芸
士
で
あ
る

御
前
邦
夫
氏
が
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
一
場

面
を
鮮
や
か
に
描
き
出
し
て
い
る
。

加
賀
獅
子
舞
は
一
向
一
揆
の
民
が
加

賀
の
国
を
治
め
て
い
た
頃
か
ら
存
在
し

た
と
さ
れ
る
民
俗
芸
能
で
あ
る
。
加
賀

藩
初
代
藩
主
前
田
利
家
公
が
金
沢
城
に

入
城
し
た
際
に
祝
い
の
獅
子
舞
が
盛
大

に
行
わ
れ
て
以
来
、
城
下
各
町
で
町
の

守
護
と
し
て
獅
子
頭
を
持
ち
、
祭
り
や

お
祝
い
ご
と
が
あ
る
た
び
に
獅
子
舞
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
と
い
う
。
同
シ
リ
ー

ズ
で
は
友
禅
流
し
や
寺
町
松
月
寺
の
大

桜
な
ど
の
棗
も
揃
う
。
お
茶
席
に
金
沢

な
ら
で
は
の
季
節
感
と
遊
び
心
を
添
え

て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

「
水

無
月
の
夏
越
し
の
祓
い
を
す

る
人
は
千
歳
の
命
伸
ぶ
と
い

ふ
な
り
」―

。

「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」
は
古
歌
に
も
詠
ま
れ

て
い
る
夏
越
し
の
神
事
で
あ
る
。
日
本
各

地
の
神
社
で
六
月
の
晦
日
に
行
わ
れ
、
茅

草
で
作
ら
れ
た
大
き
な
輪
を
く
ぐ
る
こ
と

で
正
月
か
ら
半
年
間
の
罪
と
穢
（
け
が
）
れ

を
祓
（
は
ら
）
い
、
大
晦
日
ま
で
の
半
年
を

無
病
息
災
で
過
ご
せ
る
よ
う
祈
願
す
る
。

写
真
は
、
金
沢
漆
器
商
工
業
協
同
組
合

が
企
画
し
た
も
の
で
、
兼
六
園
の
季
節
の

風
景
を
蒔
絵
で
描
い
た
飾
り
盆
シ
リ
ー
ズ

の
中
か
ら
の
一
品
。
兼
六
園
の
随
身
坂
口

に
位
置
す
る
金
沢
神
社
の
茅
の
輪
く
ぐ
り

を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
お
り
、
螺
鈿
（
ら
で
ん
）

で
丹
念
に
表
し
た
瑞
々
し
い
紫
陽
花
（
あ
じ

さ
い
）
が
、
作
品
に
奥
行
き
感
を
醸
し
出
し

て
い
る
。
菓
子
を
盛
る
ほ
か
、
季
節
の
調

度
と
し
て
飾
っ
て
も
楽
し
め
る
。

伝統工芸士 御前 邦夫 作
Master of traditional crafts Kunio Misaki

「加賀獅子舞蒔絵 平
ひらなつめ

棗」
Jujube-shaped tea case with lion-dance design

φ80×H55mm　¥84,000
（金沢漆器商工業協同組合）

伝統工芸士 高田 光彦 作
Master of traditional crafts Mitsuhiko Takada

「茅
か や

の輪
わ

蒔絵飾り盆」
Lacquer tray with thatched-ring design

φ240×H20mm　¥84,000
（金沢漆器商工業協同組合）

お問い合わせ：金沢漆器商工業協同組合（金沢商工会議所内）TEL.076-263-1157
Inquiries：Kanazawa Lacquerware Manufacturers  Cooperative Association
(c/o Kanazawa  Chamber of Commerce and Industry) Tel.076-263-1157
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伝統工芸士 御前 邦夫 作
Master of traditional crafts Kunio Misaki

「秋草蒔絵 半月銘々皿（5枚組）」
Half-moon-shaped small trays with a design of autumn f lowers

W150×D135mm　¥94,500
ショップ No. 5 （石田漆器店）P50［マップ P55］
Ishida Lacquerware Shop

ハ
レ
の
日
に
華
を
添
え
る
、
絵
変

わ
り
の
銘
々
皿
。
春
は「
桜
と
鳥
」、

夏
は
「
朝
顔
と
蝶
」、秋
は
「
葡
萄
と
鼠
」、

冬
は
「
椿
と
目
張
り
柳
」
と
、
春
夏
秋

冬
の
一
瞬
の
情
景
を
切
り
取
り
、
一
枚
の

皿
の
上
に
鮮
や
か
に
描
き
出
し
て
い
る
。

静
と
動
が
同
居
す
る
モ
チ
ー
フ
の
組
み

合
わ
せ
・
構
図
も
秀
逸
で
、
飾
り
皿
と

し
て
も
存
在
感
を
放
つ
。

蒔
絵
を
手
が
け
た
の
は
清
瀬
一
光
氏

に
師
事
し
、
金
の
独
特
の
使
い
方
に
定

評
が
あ
る
伝
統
工
芸
士
の
下
出
光
斎
氏
。

加
賀
蒔
絵
の
伝
統
と
技
法
を
基
に
、
鳥

や
鼠
の
毛
並
み
か
ら
、
花
弁
の
光
と
陰
、

あ
る
い
は〝
わ
く
ら
ば
（
病
葉
）〞
の
表
現

に
い
た
る
ま
で
、
筆
を
巧
み
に
使
い
分
け
、

あ
る
時
は
極
細
の
線
を
描
き
、
ま
た
あ

る
時
は
輪
郭
の
中
を
塗
り
込
み
、
緩
急

自
在
の
描
写
を
行
っ
て
い
る
。

日
本
の
伝
統
的
な
絵
画
や
工
芸
品

に
は
し
ば
し
ば
秋
草
が
描
か
れ

る
。
秋
草
に
は
華
や
か
さ
は
な
い
が
静

寂
の
趣
が
あ
り
、
ま
た
や
が
て
や
っ
て
く

る
冬
枯
れ
の
予
感
が
あ
る
。
四
季
の
移

ろ
い
の
中
に
は
か
な
い
美
を
見
出
す
の

は
、
日
本
人
独
特
の
美
意
識
だ
。

こ
ち
ら
は
お
も
て
な
し
の
席
を
さ
り

げ
な
く
演
出
し
て
く
れ
る
半
月
型
の

銘
々
皿
。
伝
統
工
芸
士
で
あ
る
御
前
邦

夫
氏
に
よ
る
も
の
で
、
桔
梗
と
萩
を
上

品
な
高
蒔
絵
で
表
し
、
溜
塗
り
の
透
明

感
も
麗
し
い
。

石
田
漆
器
店
は
明
治
二
年
よ
り
漆
器

の
製
造
販
売
を
行
う
老
舗
。
北
陸
の
風

土
が
生
ん
だ
芸
術
品
で
あ
る
漆
工
芸
品

を
若
い
世
代
の
人
に
も
使
っ
て
も
ら
い
た

い
と
、
上
質
で
あ
り
な
が
ら
も
ク
ラ
フ

ト
的
な
要
素
の
あ
る
日
常
づ
か
い
の
漆

器
も
幅
広
く
提
案
し
て
い
る
。

伝統工芸士 下出 光斎 作
Master of traditional crafts Kosai Shimode

「四季絵変わり 銘々皿（4枚組）」
Small plates with patterns of the four seasons

W135×D135mm　¥630,000
ショップ No. 7 （和幸）P50［マップ P54］
WAKO
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金
沢
九
谷

緑
・
黄
・
赤
・
紫
・
紺
青
の
九
谷
五
彩
と
呼
ば
れ
る
色
彩
と
と
も
に
、
数
々
の
技
法
と
美

の
伝
統
を
受
け
継
い
で
い
る
金
沢
九
谷
。
伝
統
的
な
技
術
を
源
流
に
持
ち
な
が
ら
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
陶
芸
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
取
り
込
み
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
や
人
々
の
嗜
好
の
変
化
に
合

わ
せ
て
柔
軟
な
変
化
を
遂
げ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
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九
谷
五
彩
が
あ
や
な
す
華
麗
な
色
絵
世
界

か
な
ざ
わ
く
た
に

着物の小紋をイメージし、九谷焼
の伝統的な表現手法である「赤絵」
を用いて可憐な秋草を一面に散ら
した皿。小ぶりで薄く、しっとりと
した質感があり、和菓子だけでな
く洋菓子との相性も良い。

吉田 勝山 作
Shozan Yoshida

「赤絵秋草 5寸皿揃
（5枚組）」

Ceramic trays with a design of 
red autumn f lowers

φ150×H30mm　¥15,435
Picturesque beauty in five brilliant colors
Kanazawa Kutani Ceramic Ware is made using traditional decorating techniques and five 
characteristic colors: green, yellow, red, purple and dark blue. While retaining its traditional 
techniques, the Kanazawa Kutani ware industry has been taking on the challenge of 
producing ceramic items that suit modern tastes, in response to people’s changing needs.

お問い合わせ：金沢九谷振興協同組合（九谷焼 鏑木商舗内）TEL.076-221-6666
Inquiries:Kanazawa Kutani Ceramics Promotion Association (c/o Kaburaki Shop) Tel.076-221-6666



〇
二
〇

〇
二
〇

〇
二
一

〇
二
一

鏑
木
商
舗
は
一
八
二
二
年
創
業
の

老
舗
で
あ
る
。
九
谷
焼
が
隆

盛
を
極
め
た
明
治
期
か
ら
大
正
期
、
商

品
の
裏
印
に
必
ず
「
鏑
木
製
」
と
入
れ
、

商
品
に
自
信
と
責
任
を
持
つ
と
の
心
意

気
を
示
し
た
。
現
八
代
当
主
・
基
由

氏
は
そ
の
「
鏑
木
製
」
の
復
活
を
目
指

し
、
木
村
ふ
み
氏
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
っ
て
新
た
な
商
品
群
を
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
し
て
い
る
。
多
彩
な
食
の
シ
ー
ン
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
色
絵
の

脇
役
で
あ
っ
た
更
紗
や
小
紋
を
主
役
と

し
た
こ
と
が
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。「
工

芸
の
形
は
必
然
の
中
で
生
ま
れ
て
き
た

も
の
。
現
代
に
融
合
さ
せ
る
と
い
っ
て
も

必
然
性
を
無
視
す
れ
ば
歪
（
い
び
つ
）
な

も
の
に
な
る
」
と
は
木
村
氏
の
言
。
そ

の
た
め
器
の
サ
イ
ズ
は
使
い
勝
手
の
良

い
昔
な
が
ら
の
寸
法
に
こ
だ
わ
り
、
表

示
も
「
寸
」
で
統
一
し
て
い
る
。

大兼政 花翆 作
Kasui Okanemasa

「小紋 6.3 寸梅皿揃（5枚組）」
Set of plates with plum design

φ182×H27mm　¥34,650

川合 孝知 作
Takatomo Kawai

「松竹梅 一合徳利（赤・緑）」
Sake bottles with a design of pine,
bamboo and plum (red and green) 

口φ17mm，胴φ65×H130mm　各¥4,200

川合 孝知 作
Takatomo Kawai

「更紗文樣 冷酒グラス」
Sake glass with arabesque design

φ52×H110mm　¥5,250

川合 孝知 作
Takatomo Kawai

「松竹梅 盃（赤・緑）」
Sake cups with a design of pine,
bamboo and plum

φ48×H36mm　各¥2,520

佐伯 信平 作
Shinpei Saeki

「更
さ ら さ

紗文樣  8寸輪花皿」
Large plate decorated with
arabesque design

φ250×H40mm　¥25,200大兼政 花翆 作
Kasui Okanemasa

「更紗文樣 冷酒グラス」
Sake glass with arabesque design

φ52×H110mm　¥6,300
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木
村
ふ
み
氏
は
伝
統
工
芸
の
こ
れ

か
ら
の
あ
り
よ
う
を
世
阿
弥
の

「
守
破
離
（
し
ゅ
は
り
）」
の
精
神
に
喩
え

て
い
る
。
そ
の
意
味
は
す
な
わ
ち
、「
守

り
伝
え
ら
れ
て
き
た
形
を
ま
ず
踏
襲
し
、

そ
の
上
で
伝
統
を
破
り
型
に
は
ま
ら
な

い
自
由
な
発
想
を
取
り
入
れ
る
」
こ
と
。

金
沢
市
片
町
に
店
舗
を
構
え
る
諸
江
屋

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
も
そ
の
精
神

が
活
か
さ
れ
て
い
る
。
完
成
し
た
商
品
は
、

女
性
の
普
段
づ
か
い
を
意
識
し
、
九
谷

焼
ら
し
い
豊
か
な
色
づ
か
い
で
加
賀
小

紋
を
表
現
し
た
〝
愛
ら
し
さ
〞
の
あ
る

器
た
ち
。
小
紋
は
も
と
も
と
九
谷
焼
の

伝
統
文
様
で
は
あ
る
が
、
間
の
取
り
方

に
斬
新
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

伝
統
を
振
り
返
り
つ
つ
、
現
代
の
暮

ら
し
に
合
わ
せ
た
新
し
い
も
の
を
発
信

し
て
い
く―

。
柔
軟
に
変
化
し
続
け
る

九
谷
焼
に
は
常
に
新
鮮
な
発
見
が
あ
る
。

中村 桐佳 作
Kirika Nakamura

「香炉 六角梅文樣」
Hexagonal incense burner with plum design

φ85×H105mm

堀川 十喜 作
Toki Horikawa

「香炉 赤絵竹文樣」
Incense burner with red bamboo design

φ75×H92mm

「香炉 加賀文様」
Incense burner with Kaga design

φ125×H70mm

「湯呑 加賀文様」
Tea cups with Kaga design

φ78×H90mm

「フリーカップ
加賀文様」
Cup with Kaga design

φ85×H110mm

「角小皿揃 色変わり 竹文樣（5枚組）」
「丸小皿揃 色変わり 竹文樣（5枚組）」

Square trays with bamboo design in various colors
Round trays with bamboo design in various colors

角小皿揃：H15×W70 ～ 75×D70 ～ 75mm
丸小皿揃：φ80×H20mm

「マグカップ
加賀文様」
Mug with Kaga design

φ88×H95mm

「組湯呑 加賀文様」
His-and-her tea cups decorated
with Kaga design

大：φ80×H77mm／小：φ75×H70mm
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金
沢
箔
の
歴
史
は
安
土
桃
山
時
代
に
遡
さ
か
の
ぼる
が
、
明
治
以
降
、
技
術
の
高
さ
や
水
質
の
良
さ
か
ら
急
速
に
発
展
し
た
。
現
在
、

全
国
生
産
高
の
う
ち
金
箔
は
９
９
％
以
上
、
銀
箔
・
洋
箔
（
真
し
ん
ち
ゅ
う
は
く

鍮
箔
）
は
１
０
０
％
が
金
沢
産
だ
。
深
み
の
あ
る
輝
き
と
「
酸

化
し
な
い
、
変
色
し
な
い
、
腐
食
し
な
い
」
と
い
う
特
性
を
活
か
し
、
多
く
の
美
術
工
芸
品
を
飾
っ
て
い
る
。

K
A

N
A

Z
A

W
A

 
G

O
L

D
/

S
I

L
V

E
R

 
L

E
A

F

空

間
に
、
工
芸
に
、
深
い
輝

き
と
華
や
か
さ
を
添

え
る

金
沢
箔
か
な
ざ
わ
は
く

A gorgeous luster for both living spaces and works of art

The history of  Kanazawa metal leaf  goes back to the Azuchi-momoyama 
Period, and the industry developed rapidly in the 19th century as a result of 
technical progress and improvement in water quality. Today, 99% of gold leaf 
and 100% of silver and other types of  metal leaf  in Japan are produced in 
Kanazawa. Their beautiful luster and resistance to oxidation, discoloring and 
corrosion make them highly suited to the decoration of works of art.
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寺本 健一 作
Kenichi Teramoto

「欅
けやきがわ

皮 加賀小紋小皿 菊」
Trays made of zelkova bark with gold leaf decoration

H50 ～ 60×W225～255×D140 ～145mm　
ショップ No. 18（金銀箔工芸 さくだ）P51［マップ P54］
Sakuda Gold&Silver Leaf Product example
※サイズ、箔の種類によって10,500 円から16,800 円までの商品があります。

蒔絵師 西出 国彦 作
Lacquer artist Kunihiko Nishide

「純金蒔絵十二支 盃」
Gold lacquered sake cups with the twelve signs of the zodiac design

φ60×H30mm　セット/ ¥189,000　バラ/ ¥15,750
ショップ No. 19（金箔工芸 田じま）P51［マップ P55］
Tajima Gold Leaf Craft

大
正
八
年
の
創
業
以
来
、
箔
一
筋
の

さ
く
だ
。
特
に
箔
の
屏
風
に
は
定

評
が
あ
り
、
ひ
が
し
茶
屋
街
の
入
り
口
近

く
に
立
地
す
る
店
舗
に
は
、
本
金
砂
子
（
ほ

ん
き
ん
す
な
ご
）
細
工
の
名
品
が
所
狭
し
と

並
ぶ
。

加
賀
小
紋
皿
は
木
村
ふ
み
氏
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
に
よ
り
生
ま
れ
た
作
品
で
、
欅

の
皮
に
漆
を
塗
り
、
伝
統
的
な
加
賀
小
紋

柄
の
型
の
上
か
ら
箔
を
手
貼
り
し
た
も
の
。

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
施
し
て
い
る
の
で
通
常
の

漆
器
と
同
様
に
水
洗
い
も
で
き
る
。
あ
く

ま
で
盛
る
も
の
が
主
役
で
、
皿
は
そ
の
引

き
立
て
役
だ
か
ら
と
、
金
箔
が
主
張
し
す

ぎ
な
い
よ
う
巧
み
に
引
き
算
し
て
い
る
点

に
、
職
人
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
光
る
。
天

然
木
を
使
用
し
て
お
り
一
つ
ひ
と
つ
表
情
が

異
な
る
の
も
魅
力
だ
。
模
様
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
も
あ
り
、
金
箔
の
ほ
か
プ
ラ
チ
ナ
箔
、

色
箔
を
用
い
た
も
の
も
あ
る
。

金
沢
箔
は
経
済
産
業
大
臣
指
定

の
伝
統
工
芸
材
料
と
し
て
、
数

多
く
の
国
宝
や
国
の
重
要
な
施
設
の
修

復
、
ま
た
美
術
工
芸
品
の
材
料
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
る
。
特
に
漆
器
を
優
雅

に
彩
る
と
き
、
金
箔
は
そ
の
本
領
を
発

揮
す
る
と
い
え
る
。

「
純
金
蒔
絵
十
二
支 

盃
」
は
、
一
つ

ひ
と
つ
丹
念
に
十
二
支
が
描
か
れ
た
盃

の
セ
ッ
ト
。
蒔
絵
師
の
西
出
国
彦
氏
は
、

昭
和
二
十
年
加
賀
市
に
日
展
作
家
の
千

仭
氏
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
岡
沢
起

幸
氏
、
秤
孝
次
氏
に
師
事
し
た
漆
芸
家

だ
。
金
箔
で
表
現
さ
れ
た
干
支
は
、
ど

こ
か
可
愛
ら
し
さ
も
あ
り
心
和
む
。
外

側
は
木
目
の
美
し
さ
を
そ
の
ま
ま
生
か

し
て
い
る
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
も
面

白
い
が
、
酒
を
交
わ
す
客
人
の
干
支
に

合
わ
せ
て
お
出
し
す
る
と
、
お
め
で
た

い
席
が
よ
り
い
っ
そ
う
華
や
ぐ
だ
ろ
う
。

和菓子提供：村上製菓所
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杉板絵「鯉の図」
Cedar art frame with carp design 

W310×D310mm　¥22,000
ショップ No. 16（今井金箔）P51［マップ P54］
Imai Gold Leaf

明
治
三
十
一
年
創
業
の
今
井
金
箔

の
卓
越
し
た
技
術
と
、
木
村
ふ

み
氏
の
ア
イ
デ
ア
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

作
品
で
あ
る
。
金
泥
を
膠
（
に
か
わ
）
で

溶
い
て
塗
り
重
ね
、
鯉
の
鱗
の
立
体
感

を
出
し
て
い
る
。
色
彩
を
備
え
た
焼
箔

は
あ
え
て
用
い
ず
、
金
一
色
で
表
現
し
て

い
る
点
に
、
職
人
の
侘
び
た
美
意
識
が

感
じ
ら
れ
る
。
雛
や
す
す
き
を
描
い
た

作
品
や
、
同
シ
リ
ー
ズ
で
短
冊
形
の
も

の
も
あ
り
、
飾
る
季
節
と
場
所
に
よ
っ

て
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

杉
板
を
金
砂
子
や
金
泥
で
加
飾
す
る

技
術
は
日
本
古
来
の
工
芸
・
絵
画
技
法

で
あ
り
、
能
が
盛
ん
な
金
沢
で
は
能
舞

台
の
背
景
に
も
杉
板
絵
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。
新
し
さ
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、

和
の
伝
統
的
な
技
や
モ
ノ
を
今
の
暮
ら

し
に
ど
う
取
り
入
れ
る
か
を
提
案
す
る

こ
と
。
そ
れ
が
今
井
金
箔
の
ス
タ
ン
ス
だ
。

建
築
物
や
美
術
工
芸
品
な
ど
に

優
雅
な
輝
き
を
添
え
る
金
箔
。

そ
れ
を
可
能
に
し
て
い
る
の
が
、
金
を

一
万
分
の
一
ミ
リ
に
ま
で
薄
く
延
ば
す

箔
打
ち
の
技
術
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で

も
究
極
の
技
術
と
い
え
る
薄
い
純
金
箔

の
上
に
、
絵
柄
を
浮
き
出
さ
せ
る
技
術

を
開
発
し
、「
ア
ー
ト
箔
」
と
し
て
特

許
を
取
得
し
て
い
る
の
が
カ
タ
ニ
で
あ

る
。
作
品
に
目
を
近
づ
け
れ
ば
、
箔
表

面
に
艶
消
と
光
沢
の
部
分
が
あ
り
、
そ

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
で
絵
柄
を
表
現
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。

カ
タ
ニ
で
は
雪
吊
り
な
ど
金
沢
ら
し

い
風
物
を
映
し
た
ア
ー
ト
箔
を
額
装
し

て
販
売
し
て
い
る
ほ
か
、
要
望
に
応
じ

て
オ
リ
ジ
ナ
ル
額
の
製
作
に
も
対
応
し

て
い
る
。
記
念
写
真
や
自
作
の
イ
ラ
ス

ト
を
、
絵
画
と
は
ひ
と
味
違
う
豪
華
な

雰
囲
気
を
持
つ
ア
ー
ト
な
作
品
に
仕
立

て
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

銀箔アート箔 額装「冬の兼六園」
Silver leaf art frame depicting Kenrokuen Garden

H121×W121×D24mm　¥60,000 ～
ショップ No. 17（かなざわカタニ）P51［マップ P54］
Kanazawa Katani
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箔一オリジナル
HAKUICHI original

「ストライプ三段重」
Stripe square box 

H110×W160×D160mm　¥73,500
ショップ No. 20（箔一本店 箔巧館）P51［マップ P54］
HAKUICHI main store：HAKUKO-KAN

日
本
に
は
暮
ら
し
の
中
で
育
ま
れ

て
き
た
昔
な
が
ら
の
〝
尺
寸
〞

と
い
う
サ
イ
ズ
感
覚
が
あ
る
。
こ
の
三

段
重
は
、
木
村
ふ
み
氏
が
伝
統
的
な
寸

法
に
内
包
さ
れ
る
機
能
美
に
焦
点
を
当

て
て
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
も
の
。
や
や
小

ぶ
り
で
お
料
理
を
盛
り
や
す
く
、
手
に

取
っ
て
も
し
っ
く
り
な
じ
み
、
収
納
の
面

で
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
古
い
時
代
の

宝
石
箱
に
着
想
を
得
て
製
作
し
た
こ
と

も
あ
り
、
お
重
と
し
て
は
浅
い
と
こ
ろ

が
新
鮮
だ
。
デ
ザ
イ
ン
面
で
は
箔
一
が

得
意
と
す
る
モ
ダ
ン
な
セ
ン
ス
が
光
り
、

箔
と
螺
鈿
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
目
を

引
く
。

重
箱
は
ハ
レ
の
日
の
器
と
し
て
日
本

の
行
事
に
欠
か
せ
な
い
器
で
あ
る
。
お

料
理
を
盛
り
つ
け
る
ほ
か
、
菓
子
器
や

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
を
飾
る
花
器

な
ど
と
し
て
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
に
活
用
し

た
い
。金

は
古
く
か
ら
身
を
守
り
幸
運

を
呼
ぶ
も
の
と
し
て
珍
重
さ
れ

る
と
と
も
に
、
殺
菌
・
解
毒
作
用
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
食
材
・
漢
方
・
化
粧
品

な
ど
に
使
用
さ
れ
て
き
た
。
金
沢
で
は

お
茶
や
お
酒
に
金
箔
を
浮
か
べ
て
楽
し

む
こ
と
も
多
い
。
金
の
豪
華
な
彩
り
と

と
も
に
、
お
祝
い
の
席
や
パ
ー
テ
ィ
ー

に
ふ
さ
わ
し
い
華
や
か
な
サ
プ
ラ
イ
ズ

が
添
え
ら
れ
る
と
話
題
を
呼
ん
で
い
る

の
が
、
箔
座
の
「
ぱ
っ
き
ん
箸
」
で
あ

る
。
箔
座
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
祝
い
紋
「
結

び
鶴
梅
」
を
あ
し
ら
っ
た
プ
チ
ギ
フ
ト

シ
リ
ー
ズ
の
ひ
と
つ
で
、
お
料
理
の
上
で

割
る
と
、
金
箔
が
花
び
ら
の
よ
う
に
ふ

わ
り
舞
い
散
る
。
食
用
金
箔
そ
の
も
の

に
特
に
味
は
な
い
の
で
、
和
洋
を
問
わ

ず
ど
ん
な
料
理
に
も
ト
ッ
ピ
ン
グ
で
き

る
。
お
料
理
に
〝
箔
が
つ
く
〞
と
、
遊

び
ご
こ
ろ
も
効
い
て
い
る
。 

※
ぱ
っ
き
ん
箸
は
箔
座
の
特
許
商
品
で
す
。

箔座オリジナル祝い紋
HAKUZA original

「結び鶴梅ぱっきん箸」
PAKKIN-BASHI chopsticks with gold leaf（Musubi Tsuru-ume）

¥525（ケースに2 膳入、メッセージカード付）
ショップ No. 21（箔座本店）P51［マップ P54］
HAKUZA Honten（main store）

※30 膳からのご予約販売となります。
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加
賀
繡

刺
繍
は
古
く
は「
繍
い
仏
」と
呼
ば
れ
、仏
の
姿
を
描
く
方
法
と
し
て
大
陸
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
。
室
町
時
代
の
金
沢
に
も
、

仏
前
の
打
敷
や
僧
侶
の
袈け

裟さ

の
装
飾
技
術
と
し
て
伝
わ
り
、
加
賀
繍
と
し
て
定
着
し
た
。
図
柄
を
立
体
感
に
見
せ
る
繊

細
な
技
術
が
特
徴
で
、
江
戸
時
代
以
降
は
、
着
物
や
帯
、
小
物
に
施
さ
れ
、
愛
さ
れ
て
い
る
。

K
A

G
A
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E
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ひ

と

針

ひ

と

針
、

刺

繍

に

託

す

祈

り

の

こ

こ

ろ

か
が
ぬ
い

Religious faith in every stitch

Embroidery was originally introduced to Japan from the Asian Continent 
as a method of  representing the image of  Buddha on cloth. It was brought 
to Kanazawa in the Muromachi Period for the decoration of  cloth used for 
Buddhist altars and monks’ clothing, and subsequently the handicraft of Kaga 
embroidery was established. Kaga embroidery is characterized by a minute 
technique that produces a raised surface for a stereoscopic effect. It has been 
valued since the Edo period as a means of decorating kimonos and other goods.

木村ふみ氏提案による吉祥紋を入れた数奇屋袋。古典
的な紋がかえって新鮮な雰囲気を醸し出している。寄
せ葉牡丹は黒の縮緬（ちりめん）地、羽衣松は淡いピ
ンクの帯地。多彩な繍いの技法を組み合わせて模様を
ふっくらと描き出している。

伝統工芸士 森本 悦子 作
Master of traditional crafts Etsuko Morimoto

数
す き や

奇屋袋「寄
よ

せ葉
ば

牡丹／羽
はごろもまつ

衣松」
Hand bags; black bag with peony design and pink bag with pine design

H35×W215×D145mm　各 ¥12,600
ショップ No. 23 石川県加賀刺繍協同組合（小林刺繍舗内）P52［マップ P54］
Ishikawa Prefecture Kaga Embroidery Association
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明
治
四
十
五
年
か
ら
の
歴
史
を
持

つ
小
林
刺
繍
舗
は
、
伝
統
の
技

法
を
踏
ま
え
つ
つ
、
新
し
い
も
の
に
意

欲
的
に
挑
戦
し
て
い
る
老
舗
で
あ
る
。

加
賀
繍
は
技
法
の
面
で
は
、
写
実
的

な
表
現
を
可
能
に
す
る
「
ぼ
か
し
繍
」、

立
体
感
を
つ
け
る
「
肉
入
れ
繍
」
が
特

徴
で
あ
る
。
糸
は
金
糸
や
銀
糸
に
加
え

千
色
前
後
も
の
色
糸
を
使
う
。
足
り
な

い
色
が
あ
れ
ば
、
糸
染
め
か
ら
手
が
け

る
こ
と
も
あ
る
。
さ
ら
に
同
じ
色
の
糸

で
も
生
地
に
よ
っ
て
発
色
が
異
な
る
た

め
、
伝
統
工
芸
士
の
資
格
を
持
つ
職
人

も
「
い
く
ら
や
っ
て
も
、
こ
れ
で
良
い
と

い
う
事
が
な
い
」
と
日
々
研
鑽
を
積
む
。

日
本
で
は
古
く
か
ら
ご
祝
儀
は
帛
紗
に

包
ん
で
渡
す
の
が
礼
儀
と
さ
れ
て
い
る
。

奥
ゆ
か
し
さ
と
品
格
を
感
じ
る
風
習
に
、

加
賀
繍
を
ア
ク
セ
ン
ト
に
し
た
帛
紗
は

よ
く
似
合
う
。

室
町
時
代
、
仏
前
の
打
敷
や
僧
侶

の
袈
裟
を
飾
る
技
術
と
し
て
京

都
か
ら
伝
え
ら
れ
た
の
が
加
賀
繍
の
源

流
だ
。
江
戸
時
代
に
は
藩
主
の
陣
羽
織

や
奥
方
ら
の
着
物
の
装
飾
に
も
用
い
ら

れ
た
。
刺
繍
の
着
物
の
、
織
に
も
染
に

も
な
い
魅
力
は
、
見
る
角
度
に
よ
っ
て
ニ

ュ
ア
ン
ス
を
変
え
る
立
体
感
と
絹
糸
の

光
沢
に
あ
る
と
い
う
。
そ
の
魅
力
を
最

大
限
に
引
き
出
し
た
の
が
、
黒
地
に
墨

黒
の
刺
繍
を
施
し
た
こ
の
道
行
コ
ー
ト

だ
。
洋
花
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
桜
の
刺

繍
が
贅
沢
に
背
を
飾
り
、
粋
で
あ
り
な

が
ら
華
や
か
さ
も
併
せ
持
つ
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
の
し
や
す
さ
も
魅
力
だ
。

今
井
福
枝
氏
は
、
前
田
利
家
公
着
用

「
鍾
馗
（
し
ょ
う
き
）
陣
羽
織
」
の
復
元

に
も
携
わ
っ
た
名
匠
。
最
高
齢
の
伝
統

工
芸
士
と
し
て
、
繊
細
で
気
品
の
高
い

加
賀
繍
の
作
品
を
創
作
し
続
け
て
い
る
。

伝統工芸士 今井 福枝 作
Master of traditional crafts Fukue Imai

「道
み ち ゆ き

行コート」
Kimono coat

¥262,500
ショップ No. 24（ぬいの今井）P52［マップ P54］
Imai Embroidery

包み帛
ふ く さ

紗「熨
の し め

斗目／椿／梅と松」
Crape wrappers with embroidery

W200×D130mm　各 ¥9,975
ショップ No. 23（小林刺繍舗）P52［マップ P54］
Kobayashi Embroidery
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絹
糸
や
金
糸
で
施
さ
れ
た
春
夏
秋

冬
を
感
じ
さ
せ
る
古
帛
紗
に
は
、

伝
統
の
技
法
を
生
か
し
、
創
作
さ
れ
た

作
者
の
手
の
温
か
さ
が
あ
る
。

刺
繍
家
と
し
て
活
躍
す
る
傍
ら
、
美

術
大
学
で
講
師
を
務
め
る
宮
越
仁
美
氏
。

金
沢
の
秋
の
風
物
詩
で
あ
る
兼
六
園

大
茶
会
に
も
、
毎
年
、
お
茶
道
具
の
取

り
合
わ
せ
に
創
作
心
を
め
ぐ
ら
せ
な
が

ら
、
も
の
づ
く
り
に
励
む
。

「
使
う
こ
と
を
前
提
に
意
匠
を
考
え
る

が
、
技
法
の
一
番
美
し
い
と
こ
ろ
を
う

ま
く
表
現
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
」
と

宮
越
氏
。

四
季
を
感
ず
る
色
合
い
と
、
刺
繍
に

よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
絹
布
は
、
時
に
癒

し
の
役
割
を
持
つ
。「
日
常
の
空
間
に
、

別
の
空
間
を
想
定
す
れ
ば
、
趣
が
あ
る

と
思
う
。
そ
こ
に
伝
統
を
踏
ま
え
た
新

し
さ
を
追
い
求
め
続
け
た
い
」
と
語
る
。

「
貝

合
せ
」
は
平
安
時
代
に
始

ま
っ
た
遊
び
で
あ
り
、
現

在
で
も
雛
祭
り
に
飾
ら
れ
た
り
、
着
物

に
描
か
れ
る
な
ど
縁
起
物
と
し
て
愛
さ

れ
て
い
る
。

伝
統
工
芸
士
で
あ
り
加
賀
繍
「
繭
鳥

（
ま
ゆ
ど
り
）」
を
主
宰
す
る
葭
ヶ
浦
悦
子

氏
が
創
作
す
る
の
は
、
貝
合
せ
の
香
合

で
あ
る
。
一
針
一
針
丁
寧
に
手
刺
繍
を

施
し
た
縮
緬
で
蛤
を
く
る
み
、
中
に
漆

を
施
し
て
仕
立
て
て
お
り
、
ま
さ
に
こ

の
世
に
ひ
と
つ
限
り
の
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
意
匠
の
モ
チ
ー
フ
は
紅
一
休
と
白

玉
の
椿
の
花
。
葭
ヶ
浦
作
品
に
し
ば
し

ば
登
場
す
る
椿
は
、
工
房
の
名
を
と
っ
て

「
繭
椿
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

現
在
工
房
で
は
葭
ヶ
浦
氏
の
下
、
伝

統
工
芸
士
を
目
指
す
弟
子
た
ち
が
切
磋

琢
磨
し
、
よ
り
高
い
「
繍
い
」
の
技
の

修
得
に
努
め
て
い
る
。
東
京
の
百
貨
店

よ
り
企
画
展
の
依
頼
も
相
次
い
で
い
る
。

伝統工芸士 葭ヶ浦 悦子 作
Master of traditional crafts Etsuko Yoshigaura

「紅白椿の香合」
Incense cases with embroidered red and white camellias

H40×W75×D60mm　¥21,000
ショップ No. 22（加賀繍「繭鳥」）P52［マップ P54］
Kaga embroidery workshop “Mayudori”

伝統工芸士 宮越 仁美 作
Master of traditional crafts Hitomi Miyakoshi

古
こ ふ く さ

帛紗「瓢箪／松喰い鳥／雪」
Crape coasters with embroidery 

W150×D145mm　各 ¥7,500 ～
ショップ No. 25（宮越仁美 繍工房）P52［マップ P54］
Hitomi Miyakoshi:Embroidery Workshop
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金
沢
仏
壇

真
宗
王
国
の
地
で
発
展
し
た
金
沢
仏
壇
は
、
金
箔
押
し
の
光
り
輝
く
よ
う
な
仏
壇
で
、
製
作

は
「
七
職
」
に
よ
る
分
業
。
す
な
わ
ち
木
地
、
宮
殿
、
木
地
彫
り
、
箔
彫
り
、
塗
り
、 

蒔
絵
、

金
具
の
七
つ
の
工
程
で
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
職
人
が
腕
を
振
る
う
。
金
沢
仏
壇
が
金
沢
文
化
の

総
括
業
と
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

K
A

N
A

Z
A

W
A

 
B

U
D

D
H

I
S

T
 

A
L

T
A

R
S

荘
厳
華
麗
の
中
に
、
金
沢
仏
壇
七
職
の
精
神
性
が
昇
華

か
な
ざ
わ
ぶ
つ
だ
ん

五面の掛けを持ち仏閣の本殿を
反映。外観は厨子（ずし）型の
木爪型でデザイン的に柔らかさ
と親しみやすさが感じられる。

「木爪型五福掛
ミニ仏壇」
Compact-type Buddhist altar

H805×W560×D485mm

Sublime beauty created by seven artisans
Kanazawa Buddhist altars originated in the area that was home to the Shinshu 
Sect of Buddhism. They are manufactured by seven artisans who do different 
types of work: woodwork, temple work, carving, gold-relief lacquerware, and 
metal parts work. This is the reason why Kanazawa Buddhist altars are said 
to represent an integration of the city’s various cultures.

お問い合わせ：金沢仏壇商工業協同組合 TEL.076-223-4914
Inquiries: Kanazawa Buddhist Altar Manufacturers Association
Tel.076-223-4914
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金
沢
仏
壇
の
隆
盛
の
背
景
に
は
、

蓮
如
上
人
の
布
教
活
動
に
よ
り

庶
民
の
間
に
深
く
浄
土
真
宗
の
根
が
下

ろ
さ
れ
て
お
り
、
仏
壇
の
需
要
が
き
わ

め
て
高
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

金
沢
で
本
格
的
に
仏
壇
が
作
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
藩
政
期
、
三
代

藩
主
前
田
利
常
公
の
時
代
か
ら
で
あ
る
。

利
常
公
は
、
京
都
・
大
阪
よ
り
大
勢

の
名
工
を
招
い
て
定
住
さ
せ
「
御
細
工

所
（
お
さ
い
く
し
ょ
）」
を
整
備
し
、
将
軍

家
や
寺
社
へ
の
御
進
物
等
と
し
て
の
多

彩
な
美
術
工
芸
品
の
制
作
を
奨
励
し
た
。

や
が
て
細
工
所
の
流
れ
を
く
む
職
人
が

町
に
住
む
よ
う
に
な
り
、
木
地
師
、
塗
師
、

金
具
師
、
蒔
絵
師
、
彫
刻
師
等
と
し
て

一
般
庶
民
の
需
用
に
応
え
る
と
と
も
に
、

完
全
分
業
体
制
で
仏
壇
の
製
作
も
行
う

よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

金
沢
仏
壇
の
最
大
の
特
色
は
、
豪

華
な
蒔
絵
を
前
柱
、
段
縁
（
だ

ん
ぶ
ち
）、
中
柱
、
風
呂
の
戸
、
引
出
し

等
広
範
囲
に
施
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

磨
き
蒔
絵
、
高
蒔
絵
を
主
体
と
し
て

い
る
た
め
全
体
的
に
渋
く
か
つ
上
品
な

美
し
さ
を
備
え
、
変
色
せ
ず
拭
い
て
も

剥
げ
な
い
。
木
地
は
耐
久
性
を
重
視
し
、

「大賀二号（70 代）」
Buddhist altar No.2

H1640×W675×D597mm

「大賀三号（70 代）」
Buddhist altar No.3

H1640×W675×D597mm

江戸後期の人大野弁吉は、その
多芸多才さから加賀のダ ･ ヴィ
ンチとも称されていた。弁吉は
指物師としても活躍しており、そ
の仕事が仏壇の彫刻としても
残っている。加賀の豪商「銭屋
五兵衛」が、当時の名工達に命
じて作らせたと伝えられている
仏壇が残っているが、写真はそ
の仏壇の扉に彫られた弁吉の木
地彫り作品である。

銭屋五兵衛の仏壇＜300 代＞部分



〇
四
二

〇
四
二

〇
四
三

〇
四
三

骨
組
み
は
ア
オ
モ
リ
ヒ
バ
を
主
に
用
い

て
お
り
、
長
年
の
使
用
が
可
能
で
あ
る
。

接
着
剤
や
ク
ギ
を
使
わ
な
い
「
ホ
ゾ
組
」

で
組
み
立
て
て
い
る
た
め
、
5
0
年
後
、

1
0
0
年
後
に
も
簡
単
に
解
体
掃
除
が

で
き
る
。
さ
ら
に
木
肌
を
活
か
し
た
一

枚
板
の
彫
刻
、
障
子
の
紗
生
地
（
し
ゃ

き
じ
）
に
金
糸
の
刺
繍
、
錆
紐
（
さ
び
ひ

も
）
引
き
と
呂
色
（
ろ
い
ろ
）
仕
上
げ
な
ど
、

金
沢
仏
壇
は
工
芸
技
術
の
集
大
成
と
い

え
、
仏
教
美
術
の
域
に
ま
で
到
達
す
る

も
の
も
少
な
く
な
い
。

近
年
は
生
活
様
式
の
変
化
を
受
け

て
、
金
沢
仏
壇
の
需
要
も
変

化
し
て
い
る
。
金
沢
仏
壇
商
工
業
協
同

組
合
で
も
、
従
来
の
荘
厳
で
豪
華
な
仏

壇
だ
け
で
は
な
く
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
新
し
い
仏
壇
の
あ
り
方
を
模

索
し
て
い
る
。「
ミ
ニ
仏
壇
」
は
、
限
ら

れ
た
居
住
空
間
に
適
し
た
仏
壇
と
し
て

提
案
し
た
も
の
だ
。
一
方
で
、
金
沢
仏

壇
の
技
術
の
復
興
と
後
継
者
育
成
の
た

め
に
、
藩
政
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
る

伝
統
技
術
を
細
部
に
至
る
ま
で
施
し
た

仏
壇
「
大
賀
」
シ
リ
ー
ズ
の
製
作
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
組
合
で
は
江
戸
か
ら
明
治

に
か
け
て
の
古
い
仏
壇
の
調
査

記
録
を
行
っ
て
い
る
。
金
沢
は
戦
災
を
免

れ
た
地
域
で
あ
り
、
古
い
家
屋
が
多
数

現
存
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
家
に
手
の

こ
ん
だ
彫
刻
、
蒔
絵
が
見
ら
れ
る
贅
沢

な
造
り
の
仏
壇
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
る
と
い
う
。
金
沢
仏
壇
の
原
型
と
思

わ
れ
る
も
の
、
浄
土
真
宗
以
外
の
宗
派

の
も
の
、
江
戸
・
明
治
時
代
に
金
沢
に
運

ば
れ
て
き
た
県
外
産
地
の
も
の
等
が
あ

る
が
、
こ
れ
ら
の
デ
ザ
イ
ン
を
分
析
し
、

現
代
的
な
デ
ザ
イ
ン
と
融
合
し
て
い
く
。

「
新
デ
ザ
イ
ン
1
号
」
は
こ
う
し
た
取

り
組
み
の
中
で
生
ま
れ
た
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
を
見
据
え
た
仏
壇
で
あ
る
。

「新デザイン一号（70 代）」
Newly designed Buddhist altar No.1

H1670×W690×D620mm
金沢仏壇には「仏壇七職」と
いう呼び方があり、木地、宮
殿、箔彫り、木地彫り、塗り、
蒔絵、金具という、まさに七
つの手技による総合工芸であ
る。その中の一つに金具があ
り、銅合板をタガネやヤスリ
を使った伝統的な手打ち技法
で精巧に仕上げられている。

木地師がいて、木地に漆を塗
る塗師がいて、そして華麗で
厳かな加飾を施す蒔絵師がい
る。さらに金箔工芸や、漆器
の世界でも技を競い合う蒔絵
だが、仏壇においてはひとき
わ格調の高さを競う。

金具師のこだわりは
手打ち技法

蒔絵師が求めるのは
格調の高さ
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加
賀
毛
針
、
茶
の
湯
釜
、
銅
鑼
、
琴
、
金
沢
和
傘
、
三
弦
、
加
賀
水
引
、
二
俣
和
紙
、
加
賀
象
嵌
、
竹
工
芸
、
加
賀
提
灯
、

桐
工
芸―

。
金
沢
に
は
希
少
伝
統
工
芸
と
呼
ば
れ
る
工
芸
分
野
が
多
数
あ
る
。「
希
少
」
と
い
う
言
葉
は
、
そ
の
希
な
る
美

し
さ
、
技
術
の
高
さ
を
称
え
る
言
葉
で
も
あ
る
。

R
A

R
E

 
T

R
A

D
I

T
I

O
N

A
L

 
C

R
A

F
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S

希

少

な

る

輝

き

の

中

に
、

確

か

な

美

が

宿

る

希
少
伝
統
工
芸
き
し
ょ
う
で
ん
と
う
こ
う
げ
い

Beauty resulting from superb craftsmanship

Kanazawa has a wide variety of traditional handicrafts such as Kaga fishing 
flies, tea ceremony pots, gongs, Japanese paper umbrellas, Japanese harps, 
paper strings for decoration, Futamata paper, incrustation, bamboo crafts, 
paper lanterns and paulownia crafts. They are highly evaluated for their rare 
beauty and superior manufacturing techniques.
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炭
谷
加
葉
氏
は
、
二
〇
〇
六
年

に
金
沢
美
術
工
芸
大
学
大
学

院
を
修
了
し
、
人
間
国
宝
中
川
衛
氏
に

師
事
す
る
新
進
気
鋭
の
女
流
作
家
で
あ

る
。
牡
丹
の
花
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
こ

の
香
炉
は
、
加
賀
象
嵌
の
持
つ
繊
細
さ

に
モ
ダ
ン
な
感
覚
を
盛
り
込
ん
だ
作
品
。

組
立
て
式
と
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
、

各
パ
ー
ツ
に
は
表
裏
色
が
異
な
る
素
材

で
象
嵌
が
施
さ
れ
て
お
り
、
組
立
て
方

に
よ
っ
て
印
象
が
変
わ
る
。

作
品
づ
く
り
の
技
術
の
ひ
と
つ
と
し

て
象
嵌
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
象
嵌
の

本
質
的
な
美
を
見
せ
る
作
品
づ
く
り
を

し
た
い
と
、
象
嵌
の
正
統
に
こ
だ
わ
る

炭
谷
氏
。
そ
の
一
方
で
、
従
来
の
通
念

に
と
ら
わ
れ
ず
、
同
世
代
の
共
感
を
得

ら
れ
る
身
近
な
提
案
を
通
し
て
、
加
賀

象
嵌
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た

い
と
柔
軟
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。

茶
の
湯
が
盛
ん
な
金
沢
で
は
、

数
々
の
茶
道
具
の
名
品
が
創

作
さ
れ
て
い
る
。
宮
﨑
家
は
、
加
賀
藩

主
の
御
用
釜
師
と
し
て
寛
文
年
間
よ
り

続
く
家
系
。
現
在
十
四
代
宮
﨑
寒
雉

氏
が
、
茶
人
に
好
ま
れ
る
釜
づ
く
り
に

徹
し
、
伝
統
あ
る
寒
雉
釜
の
重
厚
さ
を

受
け
継
い
で
い
る
。
初
代
が
指
導
を
受

け
た
こ
と
か
ら
千
仙
叟
好
み
の
侘
び
た

釜
や
代
々
家
元
好
み
の
釜
の
ほ
か
、
真

形
の
よ
う
に
伝
統
的
な
釜
も
製
作
す
る
。

こ
の
真
形
釜
は
地
肌
に
霰
模
様
を
入
れ
、

松
と
梅
を
あ
し
ら
っ
て
い
る
。

定
番
と
さ
れ
る
茶
の
湯
釜
の
種
類
は

数
多
く
あ
り
、
さ
ら
に
時
代
に
応
じ
て

新
し
い
も
の
が
生
ま
れ
て
い
る
。
形
状

や
意
匠
に
制
約
が
多
い
釜
だ
が
、
寒

雉
氏
は
「
見
て
趣
が
あ
り
、
エ
ス
プ
リ

が
感
じ
ら
れ
る
も
の
を
作
り
た
い
」
と
、

さ
ら
な
る
創
作
意
欲
を
見
せ
て
い
る
。

炭谷 加葉 作
Kayo Sumiya

象
ぞ う が ん こ う ろ

嵌香炉「牡丹」
Peony-shaped incense burner with inlay decoration

φ90×H40mm　¥78,000
ショップ No. 41（金沢・クラフト広坂）P53［マップ P55］
Craft shop “Kanazawa Craft Hirosaka”

宮﨑 寒雉 作
Kanchi Miyazaki

茶の湯釜「霰
あられしんなりがま

真形釜」
Tea ceremony pot

φ250×H220mm　¥1,800,000
ショップ No. 41（金沢・クラフト広坂）P53［マップ P55］
Craft shop “Kanazawa Craft Hirosaka”
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桐
漆
工
芸
上
坂
は
昭
和
十
五
年

に
工
房
を
構
え
、
今
に
い
た
る

ま
で
そ
の
伝
統
技
術
を
守
り
つ
つ
、
時

代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
桐
工
芸
品
を

提
案
し
て
い
る
。金
沢
桐
工
芸
の
系
譜
は
、

江
戸
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
暖
房
の
実
用

調
度
と
し
て
愛
用
さ
れ
て
い
た
桐
火
鉢

よ
り
発
祥
し
て
い
る
。
良
質
の
桐
材
と

轆
轤
（
ろ
く
ろ
）
木
地
師
の
技
、
さ
ら
に

加
賀
蒔
絵
の
伝
統
に
支
え
ら
れ
、
優
れ

た
耐
湿
性
、
耐
火
性
を
い
か
し
た
箱
物
、

木
目
の
美
し
さ
に
華
麗
さ
を
加
え
た
菓

子
器
や
花
器
、
室
内
小
物
も
生
産
さ
れ

て
い
る
。

写
真
は
桐
材
特
有
の
ぬ
く
も
り
の
あ

る
木
目
と
焼
き
色
に
、
華
や
か
な
加
賀

蒔
絵
が
目
を
引
く
火
鉢
。
ワ
イ
ン
ク
ー

ラ
ー
と
し
て
も
使
用
で
き
る
が
、
や
は

り
近
年
は
暖
を
と
る
た
め
の
〝
用
の
も

の
〞
と
し
て
再
評
価
が
高
ま
っ
て
い
る
。

岩
本
清
商
店
は
大
正
二
年
創
業

の
桐
工
芸
工
房
で
、
市
内
に
直

売
店「
岩
本
工
房
」も
構
え
て
い
る
。「
ち

ょ
こ
っ
と
ト
レ
ー
」
は
〝
お
茶
と
お
菓

子
〞
あ
る
い
は〝
お
酒
と
お
つ
ま
み
“
を

乗
せ
て
、
お
も
て
な
し
の
シ
ー
ン
を
さ

り
げ
な
く
演
出
で
き
る
よ
う
に
と
創
作

さ
れ
た
も
の
。
ツ
ヤ
が
な
い
の
で
等
身
大

の
暮
ら
し
の
中
で
愛
用
で
き
る
。
伝
統

工
芸
に
〝
今
〞
の
セ
ン
ス
と
新
た
な
風

を
呼
び
込
む
商
品
と
し
て
、
発
売
当
初

か
ら
全
国
誌
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど

注
目
を
集
め
て
い
る
。

愛
ら
し
い
千
鳥
の
蒔
絵
は
、
砥
の
粉

と
漆
に
よ
る
ペ
ー
ス
ト
状
の
錆
で
木
地

面
か
ら
盛
り
上
げ
て
加
飾
。
こ
っ
く
り

し
た
桐
の
焼
き
肌
に
映
え
て
い
る
。
蒔

絵
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
ほ
か
特
注

も
受
け
付
け
て
い
る
。
ま
た
蒔
絵
の
な

い
シ
ン
プ
ル
な
タ
イ
プ
も
揃
っ
て
い
る
。

岩本清商店
Iwamaoto Kiyoshi Shoten

桐工芸「ちょこっとトレー 千鳥」
Paulownia tray with bird design 

W240×D120mm　¥4,200
ショップ No. 40（金沢桐工芸 岩本工房）P53［マップ P55］
Kanazawa paulownia crafts Iwamoto Workshop

桐工芸「天然火鉢」
Brazier made of paulownia

H200×W370×D300mm　¥210,000
ショップ No. 42（桐漆工芸 上坂）P53［マップ P54］
Paulownia crafts Uesaka

和菓子提供：村上製菓所



〇
五
〇

〇
五
〇

〇
五
一

〇
五
一

加賀友禅 協同組合加賀染振興協会

1 加賀友禅伝統産業会館  
　 ［マップ P54］

〒920-0932 金沢市小将町 8-8　☎ 076-224-5511
［E-mail］info@kagayuzen.or.jp
［URL］www.kagayuzen.or.jp/

9時～17時
水曜休

2 長町友禅館  
　 ［マップ P55］

〒920-0865 金沢市長町 2-6-16　☎ 076-264-2811
［E-mail］mail@kagayuzen-club.co.jp
［URL］www.kagayuzen-club.co.jp/

9時～17時
無休

（年末年始のみ休）

3 加賀友禅  
　 毎田染画工芸 
　 ［マップ P55］

〒920-0964 金沢市本多町 3-9-19　☎ 076-221-3365
［E-mail］info@maida-yuzen.com
［URL］www.maida-yuzen.com

9時～17時30分
日祭休

協同組合加賀染振興協会（加賀友禅伝統産業会館内） ☎ 076-224-5511  ［E-mail］ info@kagayuzen.or.jp

金沢漆器 金沢漆器商工業協同組合

4 赤地漆器店  
　 ［マップ P54］ 〒920-0805 金沢市小金町 12-2　☎ 076-252-8939 9時～19時

日祝祭休

5 （株）石田漆器店  
　 ［マップ P55］

〒920-0981 金沢市片町 1-7-21　☎ 076-261-2364
［E-mail］ishida@po3.nsknet.or.jp
［URL］www3.nsknet.or.jp/̃ishida/

10時～19時
水曜休

6 （株）能作  
　 ［マップ P55］

〒920-0962 金沢市広坂 1-1-60　☎ 076-263-8121
［E-mail］nosaku@kanazawa.gr.jp
［URL］www.kanazawa.gr.jp/nosaku/

10時～19時
水曜休

7 （株）和幸  
　 ［マップ P54］

〒921-8163 金沢市横川 7-43　☎ 076-247-4455
［E-mail］wakou@nsknet.or.jp

9時～18時
日祝、
第2、4土曜休

金沢漆器商工業協同組合（金沢商工会議所内） ☎ 076-263-1157  （土日祝休）

金沢九谷 金沢九谷振興協同組合

8 片岡光山堂 
　 ［マップ P54］

〒920-0936 金沢市兼六町 2-1　☎ 076-221-1291
［URL］shop-kanazawa.jp/shop.php?
shp=151&cald=&calm=w&mll=35

4～10月／
9時～18時　無休
11～3月／
9時30分～17時  水曜休

9 九谷焼  鏑木商舗 
　  （金沢九谷焼ミュウジアム併設）
　 ［マップ P55］

〒920-0865 金沢市長町 1-3-16　☎ 076-221-6666
［E-mail］kanazawa@kaburaki.jp
［URL］www.kaburaki.jp/

9時～22時
年中無休

（不定休）

10 九谷巴商会 
　 ［マップ P54］

〒920-0936 金沢市兼六町 2-13　☎ 076-231-0474
［E-mail］akira23@guitar.ocn.ne.jp
［URL］shop-kanazawa.jp/shop.php?
shp=146&cald=&calm=w&mll=35

10時～18時
無休

11 九谷焼  長寿堂 
　 ［マップ P55］ 

〒920-0961 金沢市香林坊 2-4-5　☎ 076-221-1822
［E-mail］honten@chojudo.com
［URL］www.chojudo.com/

10時～19時
水曜休

12 九谷焼  諸江屋  
　 ［マップ P55］

〒920-0981 金沢市片町 1-3-22　☎ 076-263-7331
［E-mail］kutani@moroeya.com
［URL］www.moroeya.com/

8時～20時
水曜休

13 黒龍堂  
　 ［マップ P55］

〒920-0853 金沢市本町 1-5-3リファーレ 1F ☎ 076-221-2039
［E-mail］kutani@kokuryudo.com
［URL］www.kokuryudo.com/

9時～19時
火曜休

（祝日を除く）

14 順風堂  
　 ［マップ P55］

〒920-0904 金沢市下近江町 40　☎ 076-231-2700
［E-mail］webmaster@junpudo.co.jp
［URL］www.junpudo.co.jp/

9時～18時30分
火曜休

（祝日の場合は営業）

15 北山堂  
　 ［マップ P55］

〒920-0962 金沢市広坂 1-2-33 　☎ 076-231-5288
［E-mail］office@hokusando.co.jp
［URL］www.hokusando.co.jp/

9時30分～18時30分
月曜休

金沢九谷振興協同組合（九谷焼 鏑木商舗内） ☎ 076-221-6666  ［E-mail］ kanazawa@kaburaki.jp

金沢箔 石川県箔商工業協同組合

16 （株）今井金箔  
　 ［マップ P54］

〒920-0968 金沢市幸町 7-3　☎ 076-223-8989
［E-mail］ info@kinpaku.co.jp
［URL］www.kinpaku.co.jp/

9時30分～18時
日祝休

17 かなざわカタニ 
　 ［マップ P54］

〒920-0902 金沢市尾張町 2-16-80　☎ 076-231-1566
［E-mail］office@katani.co.jp
［URL］www.k-katani.com/

9時～17時
無休

（12月30日～1月3日休）

18 （株）金銀箔工芸さくだ 
　 ［マップ P54］

〒920-0831 金沢市東山 1-3-27　☎ 076-251-6777
［E-mail］kinpaku@goldleaf-sakuda.jp
［URL］www.goldleaf-sakuda.jp

9時～18時
無休

19 金箔工芸 田じま  
　 ［マップ P55］

〒920-0855 金沢市武蔵町 11-1  2F　☎ 076-263-0221
［E-mail］info@tajima-kinpaku.co.jp
［URL］www.tajima-kinpaku.com/

10時～17時30分
火曜休

（夏季、冬期休あり）

20 （株）箔一本店 箔巧館 
　 ［マップ P54］

〒921-8061 金沢市森戸 2-1-1　☎ 076-240-0891
［E-mail］info@hakuichi.co.jp
［URL］www.hakuichi.co.jp/

9時～18時
年中無休

（1月1日は休館）

21 箔座本店  
　 ［マップ P54］

〒920-0843 金沢市森山 1-30-4　☎ 076-251-8941
［E-mail］info@hakuza.co.jp
［URL］www.hakuza.co.jp/

9時～18時
年中無休

石川県箔商工業協同組合 ☎ 076-257-5572  （土日祝休）

金 沢 伝 統 工 芸
シ ョ ッ プ ガ イド
お気に入りの逸品を選ぶ時間をゆっくり楽しむ。
旅の折に訪ねたい、伝統工芸のショップガイド。（50音順）

S h o p  G u i d e
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加賀繍 石川県加賀刺繍協同組合

22 加賀繍「繭鳥（まゆどり）」
 　 ［マップ P54］

〒920-0367 金沢市北塚町西 66-1
☎ 076-249-4989

［URL］www.kaganui.or.jp/studios/yoshigaura.html

10時～16時
土日祝休

23 小林刺繍舗 
 　 ［マップ P54］

〒921-8015 金沢市東力 1-130　☎ 076-291-5150
［E-mail］hanamarumon@nifty.com
［URL］www.kaganui.or.jp/studios/kobayashi.html 

9時～17時　年中無休
（盆8月14日～16日休）
※実演体験は基本的に休み

24 ぬいの今井　
　 （有）今井刺繍 
 　 ［マップ P54］

〒920-0967 金沢市菊川 2-10-12　☎ 076-231-7271
［URL］www.kaganui.or.jp/studios/imai.html 

9時30分～18時
年中無休

25 宮越仁美 繍工房
 　 ［マップ P54］

〒921-8034 金沢市泉野町 1-12-12　☎ 076-243-2992
［E-mail］mie_sniff0213@yahoo.co.jp
［URL］www.kaganui.or.jp/studios/miyakoshi.html 

不定休

石川県加賀刺繍協同組合（小林刺繍舗内） ☎ 076-291-5150  ［E-mail］ hanamarumon@nifty.com
※上記22～25の商品は41金沢・クラフト広坂でも販売しております。

金沢仏壇 金沢仏壇商工業協同組合

26 （株）池田大佛堂 
 　 ［マップ P55］

〒920-0854 金沢市安江町 5-7　☎ 076-222-5550
［URL］www.kaga-noto.or.jp/Noren01/index1.html

9時～18時
火曜休

27  今村佛壇店 
 　 ［マップ P54］

〒921-8055 金沢市西金沢新町 178-1
☎ 076-249-1366

9時～19時
木曜休

28 卯野屋仏壇店 
 　 ［マップ P55］

〒920-0854 金沢市安江町 15-44　☎ 076-263-9570
［E-mail］nobuhikouno@ezweb.ne.jp
［URL］www.shop-kanazawa.jp/shop/unoyabutsudanten

10時～18時30分
火曜休

29 （有）大竹仏壇製作所 
　 匠楽 
 　 ［マップ P54］

〒921-8046 金沢市大桑町 10 街区 1-9
☎ 076-244-4069

［E-mail］otkdento@rudy.ocn.ne.jp
［URL］www.kanazawa-cci.or.jp/easycoupon/cgi-bin/
detail.cgi?id=0045&rand_text=0039,0078,0036,0097

9時30分～20時
第2、4火曜休

30 金沢仏壇商工業
　 協同組合 
 　 ［マップ P55］

〒920-0855 金沢市武蔵町 8-2　☎ 076-223-4914
［E-mail］info@kanazawa-butsudan.or.jp
［URL］kanazawa-butsudan.or.jp/

9時～17時
土日祝休

31 北村仏壇店 
 　 ［マップ P54］ 〒921-8815 野々市町本町 5-4-7　☎ 076-248-3362 8時～18時

32 （株）澤田仏壇店 
 　 ［マップ P55］

〒920-0854 金沢市安江町 3-15　☎ 076-221-2212
［URL］www.kanazawa-cci.or.jp/shinise/stores/sawada.html

9時30分～18時30分
火曜休

33  塗師岡仏壇店 
 　 ［マップ P54］ 〒920-0843 金沢市森山 2-1-29　☎ 076-253-2201 8時30分～18時

木曜休

34  塗師岡仏壇店
 　 ［マップ P55］

〒921-8031 金沢市野町 1-2-36　☎ 076-241-0795
［URL］www.kanazawa-cci.or.jp/shinise/stores/
nushioka.html

平日10時～18時
土日祝13時～18時
日曜休

35 はやし仏壇店 
 　 ［マップ P55］

〒921-8033 金沢市寺町 5-5-17　☎ 076-241-8690
［URL］www.geocities.jp/hayashi_butsudan/

9時～18時
日曜休

36 三島仏壇 
 　 ［マップ P55］ 〒920-0862 金沢市芳斉 2-4-2　☎ 076-221-8015 9時～18時

日曜休

37 森田仏壇店 
 　 ［マップ P55］

〒921-8031 金沢市野町 3-2-38　☎ 076-241-1375
［URL］shop-kanazawa.jp/shop.php?
shp=453&cald=&calm=w&mll=16

8時～20時
不定休

38 （有）山田仏具店
 　 ［マップ P55］

〒920-0854 金沢市安江町 13-32　☎ 076-221-2306
［E-mail］info@yamadabutsuguten.co.jp
［URL］yamadabutsuguten.co.jp/

9時～19時
火曜休

（祝日を除く）

39 （株）米永仏壇
 　 ［マップ P54］

〒920-0058 金沢市示野中町 1-10　☎ 076-221-1930
［URL］w2223.nsk.ne.jp/̃yonenaga/

9時～18時
木曜休

金沢仏壇商工業協同組合 ☎ 076-223-4914  ［E-mail］ info@kanazawa-butsudan.or.jp

希少伝統工芸
40 金沢桐工芸 岩本工房 
 　 ［マップ P55］

〒920-0854 金沢市安江町 15-43　☎ 076-231-5421
［E-mail］info@kirikougei.com
［URL］www.kirikougei.com/

10時～18時30分
火曜休

41 金沢・クラフト広坂
 　 ［マップ P55］

〒920-0962 金沢市広坂 1-2-25 金沢能楽美術館内
☎ 076-265-3320

［E-mail］info@crafts-hirosaka.jp
［URL］www.crafts-hirosaka.jp

10時～18時　月曜休
（祭日の場合翌日休）
年末年始
12月29日～1月1日休

42 桐漆工芸 上坂 
 　 ［マップ P54］

〒920-0936 金沢市兼六町 2-15 
☎ 076-264-1511　　

10時～17時
火曜休

43 （有）津田水引折型 
 　 ［マップ P54］

〒920-0935 金沢市石引 2-2-5　☎ 076-224-9023
［E-mail］info@mizuhiki.jp
［URL］www.mizuhiki.jp/

10時～18時
（土曜は14時まで）
日祭休

44 広瀬桐工芸 
 　 ［マップ P55］ 〒921-8022 金沢市中村町 30-20　☎ 076-241-2544 8時～17時

土日祝休

45 目細八郎兵衛商店
 　 ［マップ P55］

〒920-0854 金沢市安江町 11-35　☎ 076-231-6371
［E-mail］webmaster@meboso.co.jp
［URL］www.meboso.co.jp

9時～18時
火曜休

その他
　 大樋焼本家十代長左衛門窯
 46 大樋美術館
 　 ［マップ P54］

〒920-0911 金沢市橋場町 2-17　☎ 076-221-2397
［URL］www.ohimuseum.com

9時～17時
無休

 47 金沢能楽美術館
 　 ［マップ P55］

〒920-0962 金沢市広坂 1-2-25　☎ 076-220-2790
［URL］www.kanazawa-noh-museum.gr.jp

10時～18時
月曜休（祭日の場合翌日休）
年末年始休
※展示替などで休館する場合あり
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